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１．県内の気象概況と作業進捗状況 

播種作業は県南地区で平年より２日早く始まったものの、終期は全県で平年並みとなりました。耕起作

業は全県で平年並みに始まりましたが、天候に恵まれ、終期は２日早くなりました。 

５月は晴れる日が多かったものの、大雨となったところもありました。期間を通して気温は高く、日照

時間も多い傾向にあったものの、田植えは始期・盛期ともに平年並みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な水管理で初期生育の確保を！ 

高温の見込み、水管理で異常還元を防ぐ 

除草剤は適期散布を心がけ、早めの散布を 

令和８年産 秋 田 米 産 地 情 報【第１号：令和８年６月１日】 
ＪＡ全農あきた米穀部 

表 2 秋田市の気象統計値（5/1・5/12・5/21、秋田地方気象台発表資料参照） 

平均 平年差 平年との比較 降水量
平年比

（％）
平年との比較 積算時間

平年比

（％）
平年との比較

上旬 10.4 ＋2.8 かなり高い 101.5 313 かなり多い 31.7 60 かなり少ない

中旬 12.9 ＋3.3 かなり高い 9.5 25 少ない 81.9 141 かなり多い

下旬 12.2 ＋0.6 高い 29.0 73 平年並 82.4 144 多い

月 11.8 ＋2.2 かなり高い 140.0 127 多い 196.0 116 多い

上旬 14.1 ＋０.5 平年並 50.5 113 平年並 53.6 93 平年並

中旬 17.2 ＋2.4 かなり高い 0.0 0 かなり少ない 107.7 194 かなり多い
５月

気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（ｈ）

４月

表 1 県内の農作業進捗状況（作況ニュース第２号より） 

2026 平年 平年差 2026 平年 平年差 2026 平年 平年差

県北 4/11 4/12 ー１ 4/18 4/19 ー１ 4/26 4/26 0

中央 4/11 4/10 ＋１ 4/19 4/19 0 4/28 4/28 0

県南 4/17 4/19 ー２ 4/23 4/25 ー２ 4/29 4/30 ー１

全県 4/13 4/12 ＋１ 4/20 4/22 ー２ 4/29 4/30 ー１

県北 4/21 4/22 ー１ 4/30 5/2 ー２ 5/7 5/9 ー２

中央 4/15 4/15 0 4/26 4/26 0 5/7 5/8 ー１

県南 4/26 4/29 ー３ 5/3 5/6 ー３ 5/11 5/13 ー２

全県 4/17 4/18 ー１ 4/30 5/2 ー２ 5/10 5/12 ー２

県北 5/13 5/14 ー１ 5/20 5/22 ー２ ー 5/29 ー

中央 5/11 5/9 ー２ 5/19 5/19 0 ー 5/30 ー

県南 5/16 5/17 ー１ 5/23 5/24 ー１ ー 5/31 ー

全県 5/12 5/12 0 5/22 5/23 ー１ ー 5/31 ー
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２．苗の生育状況 

秋田県農業試験場内の気象感応試験における苗の生育は、4/10 播種で草丈 11.7cm（平年比 91％）、 

葉数 3.4 葉（平年差±0 葉）、100 本当たり乾物重は 2.5ｇ（平年比112％）、充実度は 2.13mg/cm 

（同比 124％）となっており、乾物重と充実度は平年を上回っています。 

 今年の育苗期間中は、期間を通して気温が高く、日照時間も多い傾向にあった（図１）ため、苗の生育は

平年並み～やや早くなりました。一部では高温による苗ヤケが生じたところもありました。 

 

 

 

 

 

３．苗の生育状況 

 秋田県農業試験場で行われたせん根苗調査※１では、発根数

は平年より少なかった（12.5 本、平年比 92％）が、発根長

（6.4cm、同比121％）と発根乾物重（0.41ｇ、同比137％）

は平年を上回りました（表４）。 

 今年は概ね 5/10 以降の移動平均気温※２が全県で 14℃を超

え、その後はさらに上回って経過したことから、一時的に低温

となることがあったものの、移植苗の活着は良好であると推定

されます。 

 

※１ せん根苗調査：苗から伸びている根を全て切り落としたものを移植し、数日後に抜き取り、新しい根が 

何本伸びたか、またその長さはどのくらいか等を調査し、移植した苗が順調に活着した 

かを調査すること。 

 ※２ 移動平均気温：移植翌日から５日間ごとの平均気温の推移を表したもの。 

 

 

 

 

今年の日平均気温 日平均気温の平年値

今年の日照時間 日照時間の平年値
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図 1 ４～５月の日平均気温と日照時間 

表 4 せん根苗による発根調査結果 

（秋田農業試験場） 

表 3 気象感応試験における苗の生育 

（秋田県農業試験場） 

2026 平年比（差）

草丈 11.7ｃｍ 91%

葉数 ３.４葉 ±０葉

乾物重（苗100本） ２.５g 112%

充実度 2.13ｍｇ／ｃｍ 124%
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４．今後の圃場管理 

（１）今年はスーパーエルニーニョが発生する！？ 

  エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更

線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年より高く

なり、その状態が１年程度続く現象のことです。 

 平常時（図２上図）は貿易風という東風が常に吹い

ているため、海面付近の暖かい海水が太平洋の西側に

吹き寄せられています。西側の海域では海水温が高く、

海上の大気へ熱と水蒸気を供給されることで対流活動

が活発になり、積乱雲を発生させて大量の雨を降らせ

ます。一方、東側では貿易風によって西側に運ばれた

海面近くの海水を補うため、深部から冷たい水が湧き

上がります。このため、東側の海域は西側よりも水温

が低くなります。 

 エルニーニョ現象（図２下図）が発生すると東風が

平常時より弱くなり、西部に溜まっていた暖かい海水

が東方へ広がり、東部では冷たい水の湧き上がりが弱

まります。 

 そのため、太平洋赤道域の中部～東部では、海面水

温が平常時よりも高くなるため、積乱雲が盛んに発生

する海域が平常時より東へ移ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平年の偏西風

平年のチベット高気圧

平年の太平洋高気圧
上空にあるチベット高気圧

北への張り出しは弱いが、日本付近への
張り出しは平年程度

太平洋高気圧
本州付近への張り出しはやや強く、
日本の南への張り出しはやや弱い

上空の偏西風
日本付近では平年より
やや北を流れる

海面水温が平年より低い

積乱雲の発生が少ない

モンスーンの西風が強い

積乱雲の発生が多い

海面水温が平年より高い

積乱雲の発生が多い

全球で大気全体の温度が高い

※世界地図は帝国書院HPより引用

図 3 エルニーニョ現象で予想される海洋と大気の特徴 

平常時
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西側に吹き寄せられる
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インドネシア近海 ペルー沖
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図 2 平常時（上）とエルニーニョ現象（下）
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 【エルニーニョ現象が日本に及ぼす影響】 

エルニーニョ現象が発生すると、夏季は太平洋高気圧の 

張り出しが弱くなるため、冷夏や日照時間が少なくなる傾向に 

あります。1993 年に発生した「平成の米騒動」は、 

エルニーニョ現象により冷夏と日照不足が発生したために起こ

りました。しかし、近年では地球温暖化の影響で、エルニーニ

ョ現象が発生した 2018 年や 2023 年などでも記録的な高温と

なっています。 

気象庁が 5/19 に発表した３ヵ月予報（６～８月）でも、 

東北地方の平均気温は高い見込みとなっています。 

 冷夏と猛暑では水管理などの栽培管理が異なるため、 

今後の気象予報をこまめにチェックして、適切な栽培管理を 

行うよう、心がけましょう。 

 

（２）高温時は異常還元（ワキ）に注意！ 

 田植え後、高温が続くと微生物による有機物（主に稲わら）の 

分解が盛んになり、土中の酸素が消費され、還元的な状態に 

なります。土壌の還元が強くなると、根に有害な硫化水素が発生し、 

根腐れの原因となり初期生育が停滞します。 

 今後も高温が予想されていますので、異常還元が起きている 

圃場や、還元が起きやすい圃場では、 

① 短期間の落水、水の入れ替え 

② 飽水管理などを行い、稲の生育への影響を低減しましょう！ 

飽水管理とは 

田面の高いところがしっかり湛水する程度まで入水→自然落水で足跡や溝に水が残っている状態で再入水を

繰り返すことで、土壌を湿潤状態に保つ水管理のことです（図６）。これにより、土壌を酸化状態に保つことがで

き、異常還元を回避することができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 異常還元（ワキ）の様子 
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図 4 向こう３ヵ月の気温の各階級の確立（％） 

田面の高いところが
しっかり湛水する程度

足跡や溝に水が
残っている状態

入水

３～５cm程度

自然落水 再入水 ※この管理を繰り返す

図 6 飽水管理の方法 
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（３）分げつの発生を促進する水管理の徹底を！ 

分げつの発生は、気温より水温の影響を強く受け、次のような環境下で発生が旺盛になります。 

① 日平均水温が２３～２５℃ 

② 昼夜の水温較差が大きい 

この先の気温は平年よりも高い見込みと 

なっており、夜間も気温が下がらなかった 

場合、水温較差が大きくならず、分げつの 

発生が緩慢になる可能性があります。 

稲も人と同じように、夜間の水温が高いと、 

暑さで体力を消耗してしまい、翌日の日中の 

光合成能力が低下します（図７）。 

また、高温で表層剥離や藻類が多発すると、水温が上がらず、分げつが抑制される場合があります。表層剥離

や藻類が多発している場合や、夜間の気温（＝最低気温）が高くなりそうな場合※は、気温の低い早朝や雨の日

に水を入れ替えましょう。 

※直近の気温予報は、秋田地方気象台の「２週間気温予報」の活用をおすすめします。 

 

（４）雑草管理 

 除草剤は早めの散布を心がけよう！ 

畦畔から観察して、すでに肉眼で雑草が確認できた場合、圃場の中心部にはもっと大きな雑草が発生している

可能性があります。現在流通している一発除草剤は幅広い草種に効果があり、複数の草種の防除が可能ですが、

殺草葉齢限界があるため、雑草管理は早め早めが大切です！ 

圃場内をこまめに確認し、残草が見られた場合は、発生している草種によって中後期除草剤を選択し、早めに

散布しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長らく秋田米産地情報を更新できず、申し訳ありませんでした。今年から秋田米産地情報、また名

物の“一言”は正体不明のわたくし、”なべ”が担当します。１年、よろしくお願いします。 

まだ５月ですが、今年の夏も暑くなりそうですね。５月は暑かったかと思えば寒くなったり、なべは

体が付いていけません…寒暖差で体調を崩してしまった方も多いのではないでしょうか。それは稲に

とっても同じです。気象条件に合わせた栽培管理が重要になります。 

今年から気象庁は、最高気温が 40度を超える日を「酷暑日」と 

することとしました。なるべくこの名称を使わない夏になれば 

良いなとは思っていますが、３ヵ月予報でも気温が平年より高く 

なる予報ですので、今年もきっと暑くなってしまうのでしょうね… 

農作業を行う際は、こまめ水分管理と必要に応じて休息を取るなど、 

熱中症対策を十分に行いましょう。           なべ 

全国農業協同組合連合会 秋田県本部 

〒010-8558 秋田市八橋南 2-10-16 

ＵＲＬ：https://www.zennoh.or.jp/ak/ 

ＪＡ全農あきた 米穀部 

〒011-0901 

秋田市寺内字神屋敷 295-53 

ＴＥＬ：018-845-8500 

ＦＡＸ：018-880-1572 

★次回の発行は 6/30頃 

資料の使用にあたっては、 

米穀部の許可を得て下さい 

図 7 水温が稲体に及ぼす影響 

夜なのに暑いなぁ…

翌日
体がだるいよぉ…

～～ ～～ ～～ ～～

★バケツ稲★
今年も始めました


